
4522A 45グラン ドセイ コーカ レンダー

1)イ士 様

機械 落径

機 械 厚 ミ

テ ンプ振動 数

27.00η″

3.50"″

36,000回 //日寺

カ レングー (瞬間 日送 り)

日修 正 装 置

秒針 規 正 装 置

2)特  長

テ ンプの振動 数 が毎 秒 10振動 とい う高 振 動 メ

カニ ズム を採 用 して 、携 帯精 度 の向上 をはか

り、 しか も特殊 輪 ダリのオ采用 に よ リムー ブ メ ン

トを薄 くして あ ります。

その うえ カ レンダー は営舜1間 日主差リオ幾着毒を組 み

込 ん だ紳士 用 高 級 手巻 中三針 腕 時 計 です。

3)分 解 ・ 組 立

分解は図の番号①―①の順序に分解 してくだ

さ い。

組 立 は 図 の 番 号 ① ― ① の順 序 に組 立 て て くだ

さ い。

4)注  油

図中の色 は油の種類 と注油筒所 を示 し事す。

● メービスA

● セ イ コー ウ ォ ッチ油 S-4

勒 セ イ コー ウ オ ツチ 油 S-6

これ 以 外 の 油 を使 用 す る筒 所 は別 に指 示 して

あ ります の で 、指 示 に従 っ て確 実 に注 油 して

くだ さ い。

注 )指 示 の な い 筒 所 に は 、注 油 の 必 要 が あ り

ま 式とん。

鋲:輻
ムー プメ ン ト

5)取 扱 い 上 の 注 意

① ゼンマイは、毎 日一回一定の時間に静かに

い っ ぱ い に巻 い て くだ さ い。

こ の 時 計 は 強 力 な ゼ ンマ イ を使 っ て い ます 。

ゼ ンマ イ を巻 く力 を軽 くす る た め に 、 ゼ ン

マ イ巻 き機 構 の 減 速 ■ヒを大 き く と っ て あ り

ます の で 、 普 通 よ リ リュ ウ ズ の 回 転 数 が 多

く必 要 で す 。 24時 間 分 の ゼ ンマ イ を巻 くた

め に は 、 リュ ウ ズ を約 15回 転 巻 く必 要 が あ

ります 。 巻 き不 足 で は途 中 で止 っ た り、 良

い時 間精 度 も得 られ ませ ん の で 、 ゼ ンマ イ

は十 分 巻 い て くだ さ い。

② 振 り出 し

ゼ ンマ イ を い っ ぱ い に巻 か な い と時 計 が動

き出 さ な い こ とが あ ります が 、 これ は 101FA

動 時 計 に特 有 な現 象 で す 。 動 き始 め て し ま

え ば テ ン プ は大 きな エ ネ ル ギ ー を持 っ て 振

動 して い ます の で 、 極 め て安 定 し た運 動 を

続 け優 れ た精 度 が得 られ ます 。

③ リュ ウ ズ

リュ ウ ズ は三 段 切 換 式 に な っ て い ます 。

リュ ウ ズ  ー 段 目→ ゼ ンマ イ巻 き

_段 目―→日修 正

三 段 目→ 針 合 わ せ  秒 針 規 正

三段 目の 針 合 わせ の 方 向 は 、 リュ ウ ズ の 右

回 転 で 時 計 方 向 に針 が 回 わ ります 。
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4522A カ レンダー機構
点検

組 立 の際 ネ ジ締 め を終 え た ら指 で

日車 を 2～ 3回 回 転 させ ます。

日躍 制 レパ ー 押 エ ネ ジ ー

日躍 制 レ パ ー 押 工 ‐

日 車

日 r羞 レバ ー オ甲エ

日送 ツ メ

先 端 の ピ ン を曲 げ な い

よ う に注 意 して くだ さ い

一日1■ レバーバネ

日送 レバ ー

日送 ツ メ バ

―日送 カ ム

中間車ネシく〔ひ

①

⑩筒 カ ナ ー

日 ノ裏 車 の 歯 を押 しつ ぶ さ な い

よ う注 意 して くだ さ い。

①毒車

側面全クくに注ツ由し

〔日送ツメの組み方〕

て くださ。ヽ

④

⑤

日躍制レバーパネー③
バ ネ を変 形 させ な い よ うに

注 意 して くだ さ い。

⑥
⑨
⑩

①】

⑬

⑫

⑮

日送レバー押エネジ    …
鷺音ζttII塘ヨ

こ

日躍制レバーー⑦
｀`‐`
―一 ―‐一規正面へは注油 をし

ないで ください。

ネ ジ締 め 後 は 中 間 車 の 回 り具 合

を確 認 して くだ さ い。

熙 秒

― 一 一 一 一 ― ― 一 一 ―

筒 車

‐

①

中 間 車 ‐

日送 車 の 長 穴

日送 レバ ー

地 板 の ビ ン

① 日送 レパ ー と日送 カムの位 置

を 日送 り直後 の位 置 にす る。

② 日送 ア`メのグし研寄
`こ

日送 アヽメパ

ネ を引掛 け る。

③ 日送 ツ メ を 日送 レパ ーの ピン

にセ ッ トす る。

① 音6品 が とば ない よ うに 日送 カ

ムの周辺 を指 で押 さえ る。

② 日送 ツ メバ ネ を矢 印 の よ うに

地板 の ピンに弓1掛 け る。

組 立 完 了
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4522Aヵ レングー機構

日送 ツ メ

カ レングー機構

筒 車 →
匠
間∃
→
巨
送
∃
→ 日送 カム

→ 日送 レバ ー → 日送 ツ メ → 日  車

24時 間 で 1回転 す る 日送 車 の上 に 日送 カム が

組 まれ て い ます。 日送 カム に は常 に 日送 レバ

ー がバ ネ に よ りま甲しつ ιナられ てお り、 その先

端 に は 日送 ツ メが連 結 され て い ます。 (図 -1)

日送 車 が 回 わ る と 日送 カム も同時 に回 わ され 、

カム に接 角虫して い る 日送 レバ ー は、 渦巻状 の

カムの外 周 を昇 って ゆ き、 日送 レバ ーバ ネが

た わめ られ ます。 (図 -2)

日送 レバ ー が カムの 外 周 を昇 りきって、 カム

の先 端 を通 り越 え た目舜間 に レバ ー はバ ネψ)力

に よ って落下 します。

この日寺、 日
'差

レバ ー
`こ

連 糸吉して い る 日)差 ツ メ

の先 端 は図 -4の 実 線 矢 印 の よ うに動 き 日車
の歯 を一 枚 送 ります。

こ れ ら の 動 き は 瞬 間 的 に お こ な わ れ ま す の で t

日送 レバ ー の 一 端 に と りつ け ら れ た 日送 ツ メ

が 日車 を 1日 、 瞬 間 的 に 送 り ま す 。(図 -3:4)

日送 草

日送 レ バ ー バ ネ

日送 ツ メ バ ネ

図 -2

日送 り直 前 図 -3
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4522A 輪列 脱 進 調 速 機 構

アオ リ調整 レバー

このアオ リ調整 レバー を動かす としゲ受

とヒゲ棒のスキマが変わ り、等時 4生の調

整がで きます。

等時性の調整は工場 で厳密 に行 われ出

荷 されます。

テンプを取替 える必要の生 した時以外は、
アオリ調整 レバーを動かさないでください。

ヒ ゲ 持 ネ ジ

[舞ヨ罫Llす(±》
テンプ受

角穴ネシく⊂)

(□)二番受
角穴車⑫

丸 穴 座

丸 穴 車

受 を は ず す 時 ア ガ キ
調 整 の た め の受 座 が 入 っ て い
る こ とが あ りま す の で紛 失 し
な い よ うに注 意 して くだ さ ぃ

唱た中受ネジ(□)

中受(E)

心 カ ナ伝 ェ 車―

④
④
⑩

Ｏ
Ｏ

CP〉
テンプ受座

テンプ
香 箱 受 ネ ジ

香 箱 受

四 番 卓 は

へ くる よ

板

　

。

上

十

‐

が
　
ま

方

し

る

ト

あ

　
ツ

の
　
セ

ナ
　
に

④

④
②

アンクル受ネジ

'||モ ネンに似て
います。 ア

ネジの方が頭径が′jヽ さ く ネ
ン クル受
ジ丈 が長

ア ン クル

ア ン ク ル ツ メろ お よ び カ

保 ,由 ′)た め の 特 殊 処 理 が
ます の で 、 ハ ケ 洗 い超 音

`ナ

て くだ さ い。

ギ 1車 |こ `よ

され て ヽヽ

洗 漁 は さ

を雇里TttTttξ l:「
ているか
① 二番草

点 検

・ ゼ ンマ イ が巻 か れ て い な い状 態 で

テ ン プ を止 め (リ ュ ウ ズ を 3段 目
ま で引 き出 す 。)2段 目へ 軽 く戻 し
た 日寺の テ ン プ振 り角 を 点検 し45%
135° に入るように します。

この振 り角は発停 レバーがテンプ

を押える強 さで、変化 します。

ヒゲゼンマ イを変形 させないよう

に注意 して ください。

二 番 受 ネ シ

奇

戸
|ヅ

鱚電

香 箱 車
①

車あ [1 下 をまらがえないよう
正 しくセ ットして ください^

溝である方が受側へくるようにします

‐′ヘセイコI守↑す
=④ノ理]Ttま宇:由
してから

オシ日ピンく1)

セ イ コ ーーウ ォ ッ チ ,由S-4の ,主 り由ブテ法

受 ま た は地 板 の 穴 石 へ 注 油 して か ら、

車 をセ ッ トします。 /

|

t

卓 ;険

テ ン プ組 込 後 は必 らず 規 正 具 合

を検 査 し、 発 停 レバ ー 先 端 が テ
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4522A輪 夢U 脱 進 調 速 機 構

動 力 の 伝 達 径 路

香箱車→巨心力∃→中 心 カ ナ 伝 工車
二番車→EttI・I→匝番∃→
→ ア ン ク ル → テ ン プ

特殊 輪 列 の採 用 に よ り香箱 車 と二 番車 の か さ

な りを避 け た3.5071eと い う薄 いム ー ブ メ ン ト

の 中 に、 190gcmと い ぅ大 きな トル ク を有 す る

香箱 車 を使 用 して い るため 、 テ ンプ ιま極 め て

安 定 した運動 を続 け、高 い精 度 が得 られ ます。

(図 -5)

秒 針 規 正 機 構 の 作 動

リュ ウ ズ を三 段 目 (針回 しの状 態 )ま で 引 き

出 した 時 に ッ ヅ ミ車 の 運 動 が 、 規 正 レバ ー 、

伝 エ レバ ー を通 して 発 停 レバ ー を回 転 させ 、

テ ンプ を止 め ます 。

リュ ウ ズ を押 し込 む と、 発 停 レバ ー は テ ン プ

か ら は な れ 、 も との 位 置 に も ど ります 。 こ の

時 テ ンプ を ケ リ出 す の で 時 計 は確 実 に動 き出

し ます 。 (図 -6)

中 心 カ ナ伝 工 車

規 正 レ バ ー

図 -5

図 -6

-4522A-5-



4522A切 換機構

[〕
:];2][1lIIIIIIIIIIIIIIIII璽覧軋
日 ノ裏 車

大 鉄 車

tir' E t Yi tz 1z t | <'2b.?)
f\i h". ti t Cl.lll' c J. ; \n *
f"

キ チ 車

リュ ウ ズ 通 常 位 置 (一段 日 )

(ゼンマ イ巻 )

キ チ車 と ツ ヅ ミ車 が か み 合 っ て お り

この位 置 で リュ ウ ズ を回 わ す とゼ ン

マ イカ=巻か れ まう。

il[「〔IS

h:/ t ++4- +'>
⑫
③

⑫

③

⑪

⑩

⑩
① ン` ノ` ミニ筆

カンヌキ押エ

①

①
オシ ドリ

切 換 レパ ー

カ ン ヌキ 小 鉄 レバ ー バ ネ

)j>.t+rsZ-

カンヌキ

リュ ウ ズ を二 段 目に 31き 出 した位 置

(日 付 の セ ッ ト)

ツ ヅ ミ車 と /」 鉄ヽ 車 が か み 合 い 、 こ の

位 置 で リュ ウ ズ を回 わ す と H修 正 草
(b・」換 レバ ー )が 日車 を送 り 日付

~が
修

正 され ます。

切 換 レバ ー ヘ の 注 油

巻真①
キチ車背面 との接触部
に注油 します。

リュ ウ ズ を三 段 目に 引 き 出 した位 置

(目寺亥りの セ ッ ト)

カ ン ヌ キの ピ ンに よ っ て切 換 レバ ー

が移 動 し、 日修 正 車 は 日車 との か み

合 い が は ず れ ます。 そ して /」 鉄ヽ 車 は

ツ ヅ ミ車 とか み 合 っ た ま ま不多動 し大

鉄 車 とか み 合 い 、 こ の位 置 で リュ ウ

ズ を回 わ す と針 が 回 わ ります 。

シ ドリ押エ

ッ プ`ミ車

小 鉄 車

切 換 レバ ー

大 鉄 車

カンヌキ押エ
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